
 

書籍『東の飛鳥−新・下野風土記−』の発刊について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■書名の由来 

 タイトル「東の飛鳥」は、本市が推進する文化財を活用した地域づくりプロジェクトの名称で、東の飛鳥

ブランドの制定を記念して発刊しました。 

 

■本の内容 

 平成 25（2013）年 9月より『広報しもつけ』誌上に連載中の「新・下野市風土記」に掲載した記事をもと

に、新たに書き下ろしたものです。 

内容は「下野市」の名前の由来、国指定史跡下野薬師寺跡や下野国分寺・尼寺跡にまつわるエ

ピソード、古代の食や災害にまつわるエピソードなどを 26の物語にまとめています。 

 1 つの物語は 2〜6 ページで、どこからでも楽しく読める構成となっており、持ち運びにぴったりな一冊と

なっております。ぜひ本市域周辺の文化財を巡る際にもお手元に置いていただければと思います。 

 

 

 

■販売店 

しもつけ風土記の丘資料館 

下野薬師寺歴史館 

栃木県内の主な書店・首都圏大手書店 

インターネットのショッピングサイト 

 

■本体価格  

1,500円 

※インターネット等の販売では別途、消費税が加算されます。 

『東の飛鳥 −新・下野風土記− 』 

下野市教育委員会事務局文化財課（著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この画像を表示  

  

  

 

 

 

 

 

東の飛鳥 (新・下野風土記) 単行本（ソフトカバー）   – 

2019/1/10  

 

下野市教育委員会事務局文化財課 (著)    

 

 

 

  

 

5 つ星のうち 5.0 

       1 件のカスタマーレビュー 

 

 

 

 

 

資料１０ 


